
 
                                                                

 

 

 

 

新緑のまぶしいさわやかな季節になりました。1 年生が植えたアサガオの芽も顔を出し

始め、生命の息吹を感じます。 

５月８日には、快晴の中、４０周年記念の航空写真を撮りました。 

昨年度、全校に募集し投票によって選ばれたデザインは、花いっぱ 

いのあざみ野第一小学校らしく、チューリップが大きく描かれてい 

ます。出来上がりが楽しみです。 

 さて、５月には「安全」について考える場面が何度かありました。５月１０日の朝会で

は、毎日のように登校を見守ってくださっている「あざみ野東自治会おやじの会」「イデ

ィオスあざみ野自治会」の方々、地域コーディネーターの吉村さん、PTA を代表して会長

の久間さんをお招きして、子どもたちに紹介し、感謝の気持ちを伝えました。いらしてく

ださった方からは、見守りをしていて気付いたことをお話しいただき、改めて登下校の安

全について考える機会となりました。 

その週には、信号待ちをしていた園児が乗用車の事故に巻き込まれるという痛ましい報

道がありました。学校では、校外学習に出かける際には事前に下見をして、経路の安全を

確かめ、できるだけ安全な道を選ぶようにしています。また、通学路として指定されてい

る道は、毎年 PTA 校外委員さんや地域の方々、警察署の方々とスクールゾーン対策協議会

で危険な場所はないか、より安全に通学するために必要なことはないか等を話し合ってい

ます。安全な登下校のために、様々な努力や改善をしているところではありますが、最終

的に身を守るのは児童自身です。道いっぱいに広がって歩いている、信号がない交差点を

飛び出してきた、後ろ向きに歩いていてぶつかった等々、登下校中の危険な場面について

学校に近隣の方からご連絡をいただくこともあります。学校でも折に触れて安全について

お話していきますが、ご家庭でもお出かけをした際などに、安全な歩行の仕方について話

題にしていただくと子ども達の理解が深まるかと思います。 

また、５月２１日は、朝から荒天となり、登校中に傘が折れてしまったり靴がびっしょ

り濡れてしまったりした子ども達もいました。私が正門で登校を見守っていますと、正門

前に車が両サイドに停まり、車から降りた児童が学校側に走り出して車と接触しそうにな

ったり傘のために歩道からはみ出して歩いている子どものすぐわきに車が停まったりと、

何度か大声で危険を知らせなければならないような状況もありました。特に大雨・大雪や

強風時には視界が悪くなったり子どもたちの注意が気象の方に集中したりして通常よりも

危険度が増すということをふまえ、正門前での送迎を控えていただけますと幸いです。子

ども達の安全のため、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

校長  山本 佐知子 
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